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近
代
の
神
社
建
築
に
関
す
る
一
事
例

―

神
田
神
社
社
殿
再
建
経
緯
と
『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』
翻
刻
を
通
し
て―

岸

川

雅

範

は
じ
め
に

　

神
田
神
社
は
、
東
京
都
千
代
田
区
に
鎮
座
す
る
通
称
・
神
田
明
神

の
名
で
知
ら
れ
る
神
社
。
御
祭
神
は
、
大
己
貴
命
、
少
彦
名
命
、
平

将
門
命
の
三
柱
の
神
々
を
奉
斎
し
て
い
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

創
建
の
江
戸
東
京
で
最
も
歴
史
あ
る
神
社
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
明

治
以
降
は
、
准
勅
祭
社
、
東
京
府
社
に
列
格
し
た
。
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
に
は
、
明
治
天
皇
が
御
親
拝
に
な
っ
た
東
京
の
中
で
は
数

少
な
い
神
社
の
一
つ
で
あ
る
（
（
（

。
現
社
殿
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
で
木
造
の
社
殿
が
焼
失
し
た
後
、
昭
和

九
年
（
一
九
三
四
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。
神
社
建
築
と
し
て
は
最

初
期
に
あ
た
る
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
さ
ら
に
日
本
産
漆

に
よ
る
総
漆
塗
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
主
な
特
徴
で
あ
る
。
設
計

監
督
は
、
明
治
神
宮
の
造
営
、
明
治
神
宮
宝
物
殿
の
設
計
に
従
事
し

た
大
江
新
太
郎
と
、
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
や
日
比
谷
公
会
堂

な
ど
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
造

物
を
多
く
設
計
し
た
佐
藤
功
一
。
設
計
顧
問
に
は
明
治
神
宮
造
営
を

は
じ
め
多
く
の
神
社
造
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
伊
東
忠
太
が
選
ば
れ
た
。

平
成
十
五
年
、国
指
定
登
録
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

神
田
神
社
社
殿
は
、
建
造
物
の
密
集
す
る
東
京
都
心
部
の
神
社
と

し
て
容
易
に
焼
失
・
崩
壊
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
耐
震
耐
火
構
造
・

材
料
が
適
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
初
期
の
日
本
建
築
界
に
お
い
て
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
で
日
本
独
自
の
建
築
様
式
を
表
現
す

る
こ
と
が
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
注
目
さ
れ
て
い
た
時
代
の
中
で
再
建

さ
れ
た
最
初
期
の
神
社
建
築
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
神
田
神
社
の
現
社
殿
の
再
建
経
緯
と
そ
れ
を
ま
と
め
た

資

料
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『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』
の
翻
刻
を
通
し
て
、
近
代
に
お
け
る

都
市
の
神
社
建
築
に
関
す
る
一
事
例
の
提
示
を
目
的
と
す
る
。
筆
者

は
建
築
学
専
攻
で
は
な
く
全
く
の
分
野
外
で
あ
る
が
、
神
田
神
社
社

殿
の
経
緯
・
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
今
後
の
神
社
建
築
研
究

の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

一
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
社
殿
の
崩
壊
と
復
興
計
画

　

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
東
京
・
神
奈
川

を
中
心
に
未
曾
有
の
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
相
模
湾
北
西
部
を

震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
と
直
後
の
大
火
災

に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
が
約
十
万
人
に
及
び
、
約
四
十
万
世

帯
が
深
刻
な
被
害
に
見
ま
わ
れ
た
。
東
京
府
内
で
は
こ
の
震
災
に
よ

り
、
神
田
、
日
本
橋
、
京
橋
、
下
谷
、
浅
草
、
本
郷
、
芝
の
地
域
に

大
き
な
被
害
が
及
び
、
神
社
で
は
府
社
三
社
、
郷
社
六
社
な
ど
、
計

八
十
六
社
の
神
社
が
炎
上
・
罹
災
し
た
。
特
に
神
田
神
社
が
鎮
座
す

る
神
田
区
の
地
域
は
元
祖
下
町
で
、
地
盤
が
弱
く
木
造
家
屋
が
密
集

す
る
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
家
屋
の
多
く
は
倒
壊
し
直
後
の
大
火
に

よ
り
一
面
炎
に
包
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
壊
滅
的
な
状
況
に
陥
っ
た
（
（
（

。
神

田
神
社
の
境
内
も
、
猿
楽
町
よ
り
飛
び
火
し
た
火
災
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
建
造
物
・
記
念
碑
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
社

殿
に
鎮
座
ま
し
ま
す
御
神
霊
は
本
郷
区
龍
岡
町
の
岩
崎
久
弥
邸
内
に

遷
座
し
こ
と
な
き
を
得
た
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
江
戸
幕

府
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
社
殿
は
跡
形
も
な
く

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
（
（
（

。

　

東
京
の
諸
神
社
神
職
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
東
京
府
神
職
会
で
は
こ

う
し
た
由
々
し
き
事
態
に
臨
み
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
震
災
救
護

策
を
講
じ
る
た
め
神
社
神
職
協
議
会
を
開
き
、
社
殿
を
焼
失
し
た
神

社
の
た
め
仮
殿
の
建
築
用
材
を
配
給
す
る
こ
と
な
ど
の
応
急
対
策
を

話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
、
十
月
十
五
日
付
で
臨
時
震
災
事
務
局
芝
浦

出
張
所
よ
り
炎
上
神
社
八
十
六
社
へ
仮
殿
用
の
建
築
用
材
が
下
付
さ

れ
、
各
神
社
に
お
い
て
仮
殿
の
建
立
が
行
わ
れ
た
。
神
田
神
社
で
は

ま
ず
大
正
十
二
年
九
月
二
十
五
日
に
氏
子
総
代
と
神
職
で
再
興
の
た

め
の
協
議
が
行
わ
れ
、
下
付
さ
れ
た
建
築
用
材
で
仮
殿
を
建
立
し
た
（
（
（

。

翌
十
三
年
四
月
七
日
に
東
京
府
神
職
会
に
よ
り
罹
災
神
社
神
職
協
議

会
が
開
か
れ
、
神
社
本
建
築
に
つ
い
て
建
築
費
の
低
利
資
金
借
入
れ

の
こ
と
が
協
議
さ
れ
、
府
社
三
社
を
は
じ
め
郷
社
二
十
四
社
の
神
職

た
ち
が
四
月
十
四
日
に
「
低
利
貸
下
金
請
願
書
」
を
内
務
大
臣
水
野

錬
太
郎
・
東
京
府
知
事
宇
佐
美
勝
夫
に
提
出
し
た
（
（
（

。
こ
の
申
請
書
が

受
理
さ
れ
、
神
田
神
社
に
お
い
て
も
政
府
よ
り
建
築
費
と
し
て
低
利

資
金
が
下
付
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
大
正
十
五
年
十
月
、
菊
池
長
四
郎
が
中
心
と
な
り
氏
子
総

代
と
と
も
に
神
田
神
社
復
興
会
を
結
成
し
た
。
こ
の
復
興
会
は
そ
の

後
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
拡
大
さ
れ
、
総
裁
・
会
長
が
置
か
れ

る
こ
と
と
な
り
、
総
裁
に
明
治
神
宮
造
営
局
評
議
員
、
明
治
神
宮
奉
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賛
会
副
会
長
、
同
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
明
治
神
宮
内
苑
・
外
苑
の

造
営
に
従
事
し
た
阪
谷
芳
郎
（
（
（

、
会
長
に
明
治
神
宮
奉
賛
会
評
議
員
を

つ
と
め
た
星
野
錫
（
（
（

が
就
任
、
そ
の
他
氏
子
総
代
た
ち
が
建
築
委
員
に

名
を
連
ね
た
。

二
、
社
殿
再
建
に
い
た
る
経
緯

　

神
田
神
社
復
興
会
は
結
成
と
と
も
に
、大
正
十
五
年
十
月
に
神
職
・

氏
子
総
代
の
連
名
で
氏
子
各
位
に
社
殿
再
建
の
た
め
に
寄
付
募
集
の

書
状
を
出
し
た
。
書
状
に
は
「
神
田
神
社
建
築
予
算
書
」「
神
田
神

社
復
興
会
規
程
」
と
と
も
に
角
南
隆
の
設
計
に
よ
る
「
神
田
神
社
新

築
設
計
図
」
が
添
え
ら
れ
た
。

　

角
南
隆
は
当
時
、
内
務
省
神
社
局
技
師
を
務
め
、
大
正
後
期
か
ら

昭
和
戦
前
の
神
社
建
築
行
政
を
リ
ー
ド
し
た
人
物
と
し
て
多
大
な
影

響
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
明
治
神
宮
造
営
局
技
師
を

務
め
、
戦
後
の
明
治
神
宮
を
設
計
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
角
南
が
提
示
し
た
神
田
神
社
の
設
計
は
、
外
廓
を
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
権
現
造
に
、
内
部
に
檜
木
材
を
使
用
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
（
（

。

　

実
際
の
設
計
図
及
び
配
景
図
を
見
る
と
詳
細
な
指
示
が
な
い
た
め

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
角
南
及
び
角
南
を
中
心
と
し
た
昭
和
戦
前

期
の
内
務
省
神
社
局
の
営
繕
に
よ
る
護
国
神
社
や
海
外
神
社
な
ど
の

社
殿
配
置
の
特
徴
に
類
す
る
要
素
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主

角南隆設計による神田神社社殿配景図
（『神田神社新築設計図』大正十五年八月、神田神社所蔵）
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に
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①�
本
殿
・
幣
殿
（
祝
詞
殿
）・
拝
殿
を
内
部
で
接
続
し
内
部
空
間
と

し
て
一
体
化
し
た
形
式
。

　

②�

拝
殿
の
両
脇
に
翼
舎
を
設
け
拝
殿
と
幣
殿
と
を
つ
な
ぐ
廻
廊
を

設
置
し
て
い
る
こ
と
。

　

③�

拝
殿
を
二
分
し
座
礼
と
立
礼
で
同
時
に
祭
祀
と
参
拝
が
で
き
る

設
計
で
あ
る
こ
と
。

　

そ
れ
は
角
南
に
よ
る
と
主
に
次
の
よ
う
な
神
社
建
築
観
が
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
は
、
祭
祀
奉
仕
の
便
で
あ
る
。
内
部
空
間
の
一
体
化
に
よ
り
、

神
職
の
神
事
奉
仕
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
い

う
。
も
う
一
つ
は
、
参
拝
者
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
参
拝
者
・
参
列
者

が
御
祭
神
の
ま
し
ま
す
本
殿
の
一
部
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

に
よ
り
神
の
存
在
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
（
（
（

。
ま
た
、
神

田
神
社
で
は
御
祭
神
・
大
己
貴
命
の
御
神
徳
か
ら
神
前
結
婚
式
が
非

常
に
多
か
っ
た
た
め
、
社
殿
と
社
務
所
（
参
集
所
）
と
の
間
に
地
下

道
を
設
け
花
嫁
・
花
婿
の
動
線
を
確
保
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
（
（（
（

。

　

こ
の
角
南
の
設
計
し
た
社
殿
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
五
月
よ

り
起
工
し
約
二
年
間
で
竣
功
の
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う

い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
結
局
採
用
さ
れ
ず
廃
案

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
改
め
て
設
計
監
督
に
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
り

明
治
神
宮
宝
物
殿
を
設
計
し
た
大
江
新
太
郎
（
（（
（

と
、
早
稲
田
大
学
大
隈

記
念
講
堂
を
は
じ
め
多
く
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
造
物
を
手
が
け
た
佐
藤
功
一
（
（（
（

、
設
計
顧
問
に
大

江
・
佐
藤
に
神
田
神
社
の
設
計
を
命
じ
た
伊
東
忠
太
が
就
任
し
社
殿

の
再
建
が
は
じ
ま
っ
た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
母
体
工
事

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
木
造
建
築
の
形
態
を
忠
実
に
再
現
し

た
最
初
期
の
和
風
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
真
宗
大
谷
派
函
館
別
院
の
工

事
を
担
当
し
た
木
田
保
造
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
木
田
組
が
行
っ
た
。

　

そ
し
て
角
南
の
提
示
し
た
案
を
さ
ら
に
進
め
る
よ
う
な
方
向
で
以

下
の
特
徴
を
も
つ
社
殿
が
設
計
さ
れ
造
営
さ
れ
た
。

　

①�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
防
火
性
の
モ
ル
タ
ル
な
ど
を
塗

装
し
た
耐
火
耐
震
構
造
で
あ
る
こ
と
。

　

②�

全
て
の
建
造
物
に
日
本
産
の
漆
に
よ
る
塗
装
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　

③�

祭
祀
奉
仕
の
便
を
考
え
、
社
殿
（
本
殿―

幣
殿―

拝
殿
）
が
内
部

で
一
体
化
さ
れ
、
さ
ら
に
渡
廊
下
を
介
し
て
幣
殿
と
神
饌
所
が

つ
な
が
れ
て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
他
に
も
、
拝
殿
を
畳
敷
と
石
敷
（
土
間
）
に
二
分
し
座
礼
と

立
礼
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
結
婚
式
の
た
め
に
社
殿
と
社

務
所
・
参
集
所
を
結
ぶ
地
下
道
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
神
田

神
社
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
に
対
応
し
た
設
計
と
造
営
が
行

わ
れ
た
（
（（
（

。

　

昭
和
四
年
十
一
月
十
二
日
に
地
鎮
祭
、
時
を
置
い
て
昭
和
六
年
二
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月
二
十
七
日
に
起
工
祭
が
斎
行
さ
れ
、
構
造
母
体
工
事
か
ら
始
ま
り

各
工
事
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
同
年
六
月
三
日
の
立
柱
祭
、
十
月
五

日
の
上
棟
祭
を
経
て
、
昭
和
九
年
五
月
に
御
神
宝
及
び
社
殿
内
装
備
、

煉
塀
工
事
終
了
に
よ
り
全
工
程
が
完
了
。
同
月
七
日
午
後
八
時
よ
り
、

氏
子
総
代
を
は
じ
め
神
田
神
社
復
興
会
や
技
術
関
係
者
が
参
列
す
る

中
、
本
殿
へ
の
遷
座
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
（
（（
（

。

　

ち
な
み
に
社
殿
以
外
の
建
造
物
は
参
集
所
や
鳥
居
な
ど
一
部
の
建

造
物
は
再
建
さ
れ
た
が
、
日
本
が
国
連
を
脱
退
し
第
二
次
世
界
大
戦

へ
と
突
入
し
て
い
く
と
い
う
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
隨
神
門

な
ど
復
興
が
計
画
さ
れ
て
い
た
主
要
建
造
物
は
再
建
さ
れ
ず
、
そ
れ

ら
の
復
興
や
境
内
整
備
は
戦
後
に
委
ね
ら
れ
た
。

三
、
再
建
さ
れ
た
社
殿
の
二
つ
の
特
徴

　

神
田
神
社
社
殿
の
特
徴
の
一
つ
は
、
当
時
の
神
社
建
築
と
し
て
は

最
初
期
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
耐
火
耐
震
構
造
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
。
佐
野
利
器
ら
の
研
究
に
よ
り
明
治
後
期
よ
り
注
目
さ
れ

始
め
た
そ
の
建
築
材
料
・
構
造
は
、
関
東
大
震
災
を
契
機
に
飛
躍
的

に
研
究
さ
れ
多
く
の
建
造
物
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に

東
京
市
と
い
う
諸
建
造
物
が
ひ
し
め
く
地
域
に
お
い
て
、
耐
火
耐
震

構
造
の
建
造
物
を
建
立
す
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

そ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
神
社
の

建
築
材
料
・
構
造
に
適
用
す
る
こ
と
を
、
特
に
強
く
主
張
し
た
の
は

神田神社新築規模配景図（昭和九年、神田神社所蔵）
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角
南
で
あ
り
大
江
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
当
時
の
意
見
は
神
社
建
築
は
や
は
り
古
式
に
則
り
木
造
を

厳
守
す
べ
き
と
い
う
こ
と
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
例
え
ば
伊
東
忠

太
は
寺
院
建
築
に
つ
い
て
は
公
会
堂
的
な
意
味
合
い
も
あ
る
の
で
木

造
以
外
の
建
築
材
料
を
使
用
し
新
様
式
を
適
用
し
て
も
良
い
が
、
神

社
建
築
は
日
本
独
自
の
建
築
様
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
古
式
を
遵
守

す
べ
き
と
し
た
。
た
と
え
「
東
京
市
内
人
家
稠
密
の
巷
に
介
在
す
る

神
社
に
於
い
て
も
少
く
と
も
そ
の
社
殿
は
木
造
の
古
式
を
保
つ
こ
と

を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
（
（（
（

。」
と
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
独
自
の
建
築
様
式
が
破
壊
さ
れ
神
社
の
生
命

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
合

理
主
義
」と
呼
ば
れ
た
建
築
家
た
ち
に
よ
り
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
に
よ
り
木
造
建
築
の
姿
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
構
造
上
、

材
料
の
性
質
上
に
お
い
て
不
適
当
で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
木
造

建
築
の
凹
凸
を
施
す
こ
と
な
ど
悪
フ
ザ
ケ
だ
な
ど
と
い
う
辛
辣
な
批

判
が
多
く
出
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
（
（（
（

。

　

そ
う
し
た
批
判
を
押
し
切
っ
た
形
で
、
大
江
は
こ
れ
か
ら
の
神
社

建
築
、
特
に
都
市
の
そ
れ
の
あ
る
べ
き
姿
を
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
い
う
耐
火
耐
震
構
造
・
材
料
に
見
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
関

東
大
震
災
を
経
て
「
神
社
は
火
事
に
遇
つ
て
容
易
に
焼
け
失
せ
る
も

の
で
あ
つ
て
は
困
る
」
こ
と
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
り
、

　

�

こ
れ
か
ら
の
神
社
建
築
は―

特
に
市
街
地
に
於
け
る
も
の
が
真
つ

昭和九年再建の社殿外観（神田神社所蔵）
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先
に―

第
一
、
其
所
要
建
物
の
数
も
増
え
や
う
し
、
第
二
、
構

築
材
料
の
選
択
も
変
つ
て
来
て
、
耐
火
材
料
を
使
用
す
る
か
、
或

は
可
燃
質
材
料
を
使
用
し
て
も
、
之
を
耐
火
的
に
処
理
し
、
且
つ

構
造
す
る
こ
と
に
な
ら
う
し
、
第
三
、
其
結
果
は
当
然
之
が
建
築

容
貌
に
も
、
幾
分
若
し
く
は
大
き
な
部
分
の
変
化
を
来
す
で
あ
ら

う
、
而
し
て
、
此
変
化
は
古
来
の
建
築
様
式
変
迁
の
慣
例
に
従
つ

て
、
一
旦
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
或
期
間
の
過
渡
期
を
経

過
し
て
漸
次
変
つ
て
往
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
（
（（
（

。

と
い
う
、
大
江
の
抱
い
て
い
た
、
神
社
建
築
も
各
時
代
に
あ
っ
た
建

築
と
し
て
変
化
し
て
い
く
べ
き
と
い
う
建
築
史
観
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

神
田
神
社
社
殿
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
い
う
当
時
の

新
技
術
で
造
営
さ
れ
た
最
初
期
の
神
社
建
築
で
、
当
時
の
木
造
遵
守

と
い
う
古
式
に
反
す
る
建
築
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
、
日
本
の
古

式
を
意
識
し
木
造
の
姿
に
限
り
な
く
近
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
も
同

時
に
は
ら
わ
れ
た
。
つ
ま
り
神
社
建
築
と
い
う
日
本
独
自
の
建
築
様

式
へ
の
配
慮
が
各
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
が
こ
の
社
殿
の
二
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
総
漆
塗

で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
日
本
産
生
漆
を
十
七
回
に
わ
た
り
塗
装

し
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
お
そ
ら
く
日
本
初
の
試
み
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
江
新
太
郎
が
研
究
を
重
ね
て

行
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
（
（（
（

。
日
本
建
築
に
使
用
さ
れ
た
伝
統
的

材
料
・
漆
を
塗
装
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
日
本
独
自
の
建
築
様
式

で
あ
る
神
社
建
築
の
味
わ
い
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

小
屋
組
を
鉄
骨
に
し
て
荷
重
を
軽
減
さ
せ
た
り
、
柱
間
を
少
し
狭

め
る
な
ど
し
て
木
造
の
比
例
に
近
づ
け
、
木
造
の
ス
レ
ン
ダ
ー
さ
を

出
そ
う
と
い
う
工
夫
な
ど
も
随
所
で
行
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

ま
た
社
殿
の
外
観
を
天
明
二
年
建
立
の
木
造
社
殿
に
近
づ
け
総
面

積
も
江
戸
期
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
に
し
、
氏
子
を
は
じ
め
参
拝
者
に

違
和
感
を
与
え
な
い
よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

当
初
の
角
南
案
の
翼
舎
が
両
脇
に
出
っ
張
っ
た
社
殿
は
景
観
的
に
違

和
感
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
大
江
は
そ
れ
を
江
戸

時
代
の
も
の
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
。

結
び
に
か
え
て

　

神
田
神
社
社
殿
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
い
う
新
技
術

と
、
総
漆
塗
に
代
表
さ
れ
る
日
本
独
自
の
建
築
様
式
と
し
て
の
伝
統

と
の
融
合
を
図
っ
た
建
築
で
あ
っ
た
。
関
東
大
震
災
を
経
て
都
市
の

神
社
は
耐
震
耐
火
構
造
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
要
求
と
、
古
式

を
遵
守
す
べ
き
と
い
う
不
変
性
の
要
求
と
を
上
手
く
つ
な
ぎ
合
せ
、

こ
れ
か
ら
の
神
社
建
築
の
在
り
方
の
一
つ
を
作
り
出
し
、
以
降
の
神

社
建
築
に
影
響
を
与
え
た
画
期
的
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
神
田
神
社
が
東
京
府
社
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
明
治
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る
官
国
幣
社
に
主
に
携
わ
っ
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た
角
南
隆
、
大
江
新
太
郎
、
伊
東
忠
太
た
ち
が
再
建
工
事
に
名
を
連

ね
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
佐
藤
功
一
の
関
与
で
あ
る
。

佐
藤
は
、
神
社
建
築
に
関
し
て
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
神
田
神
社
社

殿
の
み
で
あ
っ
た
が
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
に
よ
る
和
風
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
に
「
新
日
本
式
の

き
ら
め
き
」
を
見
た
人
物
で
あ
っ
た
。
日
本
建
築
界
の
中
で
は
大
江

や
伊
東
忠
太
、
角
南
隆
ら
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
名
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ

た
佐
藤
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
、
こ
の
神
田
神
社
の
社
殿
再
建
に

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
こ
の
社
殿
の
再
建
概
要
を
最
も
シ
ン
プ
ル
か
つ
総
合
的
に

ま
と
め
た
『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』
の
翻
刻
を
付
し
、
今
後
の

近
代
神
社
建
築
の
資
料
に
供
し
た
い
（
（（
（

。

注（1
）
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
四
年
。

（
2
）
東
京
市
『
東
京
震
災
録
』
別
輯
（
東
京
市
役
所
、
昭
和
二
年
）、
千

代
田
区
役
所
『
千
代
田
区
史
』
中
巻
（
千
代
田
区
役
所
、
昭
和
三

十
五
年
）、千
代
田
区
『
新
編　

千
代
田
区
史
』
通
史
編
（
千
代
田
区
、

平
成
十
年
）
等
参
照
。

（
3
）
東
京
市
『
東
京
震
災
録
』
別
輯
。

（
4
）「
神
田
明
神
は
本
日
再
考
の
相
談
」（『
都
新
聞
』
大
正
十
二
年
九
月

二
十
五
日
）、「
炎
上
し
た
神
田
明
神　

愈
々
本
殿
再
建
」（『
都
新

聞
』
大
正
十
二
年
十
月
八
日
）。
そ
の
後
さ
ら
に
昭
和
三
年
、
新

し
く
仮
殿
が
建
立
さ
れ
た
（『
神
田
神
社
仮
殿
新
築
其
他
工
事
設

計
書
』
昭
和
三
年
十
月
、
神
田
神
社
所
蔵
）。

（
5
）
関
東
大
震
災
に
対
す
る
東
京
府
の
神
社
界
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
東

京
府
神
職
会
公
報
』
一
三
七
号
（
大
正
十
三
年
五
月
）、
東
京
都

神
社
庁
『
東
京
都
神
社
庁
史　

前
編
』（
東
京
都
神
社
庁
、
昭
和

五
十
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
6
）
他
に
、
大
蔵
大
臣
、
東
京
市
長
、
貴
族
院
議
員
、
神
社
奉
祀
調
査

会
委
員
、
明
治
神
宮
外
苑
管
理
評
議
員
、
明
治
神
宮
体
育
会
長
、

東
京
商
工
会
議
所
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
・

櫻
井
良
樹
『
阪
谷
芳
郎
東
京
市
長
日
記
』（
社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
、

平
成
十
二
年
）
を
参
照
。

（
7
）
他
に
、
東
京
商
工
会
議
所
特
別
議
員
、
同
顧
問
、
衆
議
院
議
員
、

東
京
市
会
議
員
、
浅
草
寺
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
星
野
錫
翁
感
謝
会

『
星
野
錫
翁
伝
』（
星
野
錫
翁
感
謝
会
、
昭
和
十
年
）
を
参
照
。

（
8
）「
鉄
骨
鉄
筋
の
神
田
明
神
」『
神
社
協
会
雑
誌
』
二
十
五
年
九
号
、

大
正
十
五
年
九
月
。

（
9
）
角
南
隆
及
び
内
務
省
神
社
局
の
神
社
営
繕
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
洋

保
「
内
務
省
神
社
局
・
神
祇
院
時
代
の
神
社
建
築
」（
神
道
文
化

会
『
近
代
の
神
社
景
観―

神
社
局
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
神
社―

』

神
道
文
化
会
、平
成
九
年
）、青
井
哲
人
「
角
南
隆
」（『
建
築
文
化
』

六
三
九
、
平
成
十
一
年
年
十
二
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）「
神
田
明
神
の
設
計
」『
神
社
協
会
雑
誌
』
二
十
五
年
四
号
、
大
正

十
五
年
四
月
。

（
11
）大
江
新
太
郎
に
つ
い
て
は
、伊
藤
三
千
雄
・
前
野
蕘『
日
本
の
建
築〔
明

治
大
正
昭
和
〕
８
様
式
美
の
挽
歌
』（
三
省
堂
、
昭
和
五
十
七
年
）、

『
建
築
雑
誌
』四
十
九
輯
六
〇
三
号（
昭
和
十
年
九
月
）な
ど
を
参
照
。
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（
12
）
佐
藤
功
一
に
つ
い
て
は
、
田
辺
泰
・
猪
野
勇
一
『
佐
藤
功
一
博
士
』

（
彰
国
社
、
昭
和
二
十
八
年
）、『
建
築
雑
誌
』
五
十
五
輯
六
七
八
号
、

昭
和
十
六
年
九
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
13
）『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』
神
田
神
社
所
蔵
。
大
江
新
太
郎
「
神

田
神
社
」『
建
築
雑
誌
』
第
四
十
八
輯
五
八
九
号
、
昭
和
九
年
九
月
。

（
14
）『
本
殿
遷
座
渡
御
祭
両
儀
ノ
概
要
』
神
田
神
社
社
務
所
、
昭
和
九
年

五
月
、
神
田
神
社
所
蔵
。

（
15
）
伊
東
忠
太
「
復
興
の
社
寺
建
築
」
時
事
新
報
社
『
新
し
い
東
京
と

建
築
の
話
』
時
事
新
報
社
、
大
正
十
三
年
、
二
五
二
頁
。

（
16
）
藤
岡
洋
保
「
昭
和
初
期
の
日
本
の
建
築
界
に
お
け
る
「
日
本
的
な

も
の
」」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
第
四
一
二
号
、

平
成
三
年
六
月
）、大
川
三
雄「
新
日
本
式
の
き
ら
め
き
」（
初
田
亨
・

大
川
三
雄
・
藤
谷
陽
悦『
近
代
和
風
を
探
る
』上
巻
、エ
ク
ス
ナ
レ
ッ

ジ
、
平
成
十
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
17
）
大
江
新
太
郎
「
社
寺
復
興
の
理
想
と
建
築
」
時
事
新
報
社
『
新
し

い
東
京
と
建
築
の
話
』
時
事
新
報
社
、
大
正
十
三
年
。

（
18
）
森
口
三
郎
「
故
大
江
新
太
郎
先
生
を
追
憶
す
」『
建
築
雑
誌
』
第
四

十
九
輯
六
〇
三
号
、
昭
和
十
年
九
月
。

（
19
）
藤
岡
洋
保
「
近
代
の
神
社
建
築
の
意
匠
」『
神
社
新
報
』
平
成
八
年

一
月
一
日
。

（
20
）
神
田
神
社
の
再
建
工
事
に
関
し
て
は
、『
建
築
雑
誌
』
第
四
十
八
輯

五
八
九
号
や
『
建
築
世
界
』
第
二
十
八
巻
第
八
号
（
昭
和
九
年
八

月
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
部
の
装
飾
や
神
田
神
社
復
興
会

の
こ
と
な
ど
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』

の
ほ
う
が
そ
う
し
た
事
項
を
よ
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

（
神
田
神
社
権
禰
宜
）

翻
刻
『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』

　

凡　

例

一
、�『
神
田
神
社
再
建
工
事
概
要
』
の
原
本
は
、
東
京
・
神
田
神
社
所
蔵
で
、

謄
写
版
印
刷
、
縦
十
八
セ
ン
チ
、
横
十
三
セ
ン
チ
の
小
冊
子
。
二
十
四

ペ
ー
ジ
。
再
建
工
事
概
要
か
ら
神
田
神
社
関
係
者
ま
で
八
項
目
に
渡
っ

て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
、�

翻
字
は
通
行
の
字
体
を
使
用
し
た
。

一
、�

適
宜
、
改
行
を
行
い
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、�「
工
程
表
」
は
本
来
は
「
使
用
材
料
概
数
」
と
「
工
事
起
工
及
竣
工
」

の
間
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
、
末
尾
に
掲
載
し
た
。

神
田
神
社
再
建
工
事
概
要

一
、
所
在
地　

神
田
区
宮
本
町
十
八
番
地

一
、
敷
地　
　

神
社
境
域
約
四
千
坪

一
、
建
築
坪

　

一
、
惣

建

坪	

柱
真
々
ニ
テ	

百
五
十
坪
八
合
八
勺

　
　
　

外
ニ
地
下
室
及
地
下
道	

壁
内
法
ニ
テ	

四
十
九
坪
三
合
五
勺

　

一
、
雨

落

坪		


三
百
七
十
四
坪
四
合
六
勺･

（
玉
垣
ヲ
含
ム
）

　

一
、
屋

根

葺

坪		


六
百
十
四
坪
三
夕（
〃　

）

			




（
柱
真
々
坪
ノ
四
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倍
強
ニ
当
ル
）

一
、
神

殿

　
　
　

桁　

行	

二
十
四
尺	

梁　

間	

二
十
二
尺
五
寸

　
　
　

大
前
向
拝
〃	

十
八
尺	

〃	

八
尺

　
　
　

建　

坪			




十
九
坪

　
　
　

床　

高	
建
築
地
盤
ヨ
リ		



九
尺
八
寸

　
　
　

天
井
高	
床　

上		


十
五
尺
三
寸

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



九
尺

　
　
　

大
前
向
拝
〃	

〃		


七
尺
五
寸

　
　
　

軒　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



二
十
六
尺
六
寸

　
　
　

大
前
向
拝
〃	

〃		


二
十
一
尺
三
寸

　
　
　

床　

高	

〃		


九
尺
八
寸

　
　
　

棟　

高	

〃		


四
十
四
尺
六
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
三
間
三
面
。
亀
腹
石
上
丸
柱
建
、
出
組
。

四
壁
大
羽
目
、
上
下
長
押
付
。
四
方
椽
勾
欄
取
廻
シ
脚
元
差
肘
木
腰
組
。

屋
根
入
母
屋
造
、
銅
板
瓦
本
葺
。
軒
二
タ
軒
半
繁
棰
。
間
内
内
外
陣
檜

素
木
造
。
床
ハ
外
陣
畳
敷
、
内
陣
拭
板
張
。
天
井
ハ
内
外
陣
共
折
上
格

天
井
。
外
陣
菅
原
窓
鉄
製
蔀
戸
、
仝
正
面
御
扉
口
鉄
扉
。
周
囲
壁
板
檜

落
シ
嵌
。
内
陣
御
扉
口
二
ヶ
所
板
唐
戸
。
下
陣
ノ
正
面
前
方
ハ
大
床
階

段
構
ヘ
。
登
勾
欄
、
男
柱
擬
宝
珠
付
。
左
右
窓
鉄
製
硝
子
障
子
。
仝
椽

ヘ
ノ
出
入
口
二
ヶ
所
鉄
製
板
唐
戸
。
天
井
化
粧
裏
。
大
壁
及
天
井
裏
板

ハ
漆
箔
押
ヘ
。
内
外
陣
ノ
檜
素
木
部
分
ヲ
除
ク
外
建
物
内
外
弁
柄
漆
塗
。

要
所
錺
金
具
打
並
ニ
漆
箔
押
ヘ
。

一
、
幣　

殿

　
　
　

桁　

行	

十
五
尺	

梁　

間	

三
十
三
尺

　
　
　

建　

坪			




十
三
尺
七
合
五
勺

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



六
尺
一
寸

　
　
　

天
井
高	

床　

畳　

上		


十
五
尺
八
寸

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



八
尺
八
寸

　
　
　

棟　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



三
十
二
尺
三
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
二
間
三
面
。
石
土
壇
上
丸
柱
建
三
ツ
斗

組
、
内
外
上
下
長
押
付
。
屋
根
両
流
銅
板
瓦
本
葺
、
軒
二
タ
軒
、
半
繁
棰
。

内
部
床
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
ノ
上
ニ
杉
板
張
畳
敷
。
天
井
ハ
中
ノ
間

折
上
格
天
井
裏
板
極
彩
色
、
両
脇
平
格
天
井
。
神
饌
所
渡
廊
下
ヘ
ノ
入

口
ハ
鉄
製
桟
唐
戸
花
狭
間
極
彩
色
。
窓
檽
子
緑
青
平
彩
色
。
其
他
建
物

内
外
弁
柄
漆
塗
。
要
所
錺
金
具
打
、
漆
箔
押
ヘ
。

一
、
拝　

殿

　
　
　

桁　

行	

六
十
三
尺	

梁　

間	

四
十
五
尺

　
　
　

向
拝
〃	

四
十
八
尺	

〃	

十
尺

　
　
　

両
翼
〃	

二
十
二
尺
五
寸	

〃	

七
尺
五
寸

　
　
　

建
坪
計	

百
一
坪
四
合
六
勺

		


他
ニ
地
下
室
二
十
八
坪
七
合
五
勺

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ	

石
敷
ノ
分
二
十
尺
二
寸
五
分

		


畳
敷
ノ
分
十
八
尺
三
寸

　
　
　

天
井
高	

石
敷
床
三
尺
一
寸　

畳
敷
床
六
尺
一
寸

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



十
一
尺

　
　
　

向
拝
〃	

〃		


九
尺
四
寸

　
　
　

両
翼
〃	

〃		


七
尺
三
寸

　
　
　

仝
螻
羽	

柱
真
ヨ
リ
破
風
外
面
マ
デ	

八
尺
三
寸

　
　
　

棟　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



四
十
八
尺
一
寸

　
　
　

向
拝
〃	

〃		


三
十
二
尺
三
寸

　
　
　

両
翼
〃	

〃		


二
十
八
尺
六
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
石
土
壇
勾
欄
構
ヘ
。
七
間
六
面
丸
柱

建
、
三
ツ
斗
組
、
内
外
上
下
長
押
付
。
屋
根
入
母
屋
造
、
向
拝
軒
唐
破
風
、
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正
面
千
鳥
破
風
、
妻
飾
大
虹
梁
太
瓶
束
。
入
母
屋
妻
飾
ハ
二
重
虹
梁
太

瓶
束
。
軒
二
タ
軒
半
繁
棰
、
銅
板
瓦
本
葺
。
正
面
三
ケ
所
出
入
口
鉄
製

唐
戸
。
左
右
檽
子
窓
鉄
桟
硝
子
障
子
。
内
部
床
、
一
部
四
盤
石
敷
、
一

部
畳
敷
。
正
面
三
ヶ
所
昇
リ
階
段
勾
欄
構
ヘ
。
天
井
、
石
敷
ノ
分
ハ
大

虹
梁
平
格
天
井
、
畳
敷
ノ
分
ハ
折
上
格
天
井
極
彩
色
。
窓
檽
子
ハ
緑
青

平
彩
色
。
其
他
建
物
内
外
弁
柄
漆
塗
、
要
所
錺
金
具
打
漆
箔
押
ヘ
。

　
　

�　

両
翼
階
段
室
。
一
間
三
面
。
屋
根
切
妻
造
、
銅
板
瓦
本
葺
。
軒
一
ト

軒
半
繁
棰
。
床
モ
ル
タ
ル
塗
目
地
切
。
階
段
右
翼
ノ
分
ハ
人
造
石
、
左

翼
ノ
分
ハ
檜
素
木
造
。
其
他
建
物
内
外
弁
柄
漆
塗
。
要
所
錺
金
具
打
、

漆
箔
押
ヘ
。

　
　

�

地
下
室
壁
及
天
井
ハ
防
湿
性
ア
ス
ベ
ス
タ
ス
モ
ル
タ
イ
ト
塗
。
天
井
平

格
天
井
。
出
入
口
木
製
唐
戸
、
花
狭
間
極
彩
色
。
窓
檽
子
緑
青
平
彩
色
。

一
、
神
饌
所

　
　
　

桁　

行	

十
五
尺	

梁　

間	

十
二
尺

　
　
　

建
坪	

五
坪
八
合
三
勺
三
才

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		


六
尺
一
寸

　
　
　

天
井
高	

床　
　

上		


十
尺
九
寸
五
分

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



六
尺

　
　
　

下
家
〃	

〃		


四
尺
五
寸

　
　
　

軒　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



十
六
尺
四
寸

　
　
　

下
家
〃	

〃		


十
二
尺
五
寸

　
　
　

棟　

高	

〃		


二
十
七
尺
六
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
二
間
二
面
。
石
土
壇
上
丸
柱
建
。
大
斗

舟
肘
木
組
。
大
羽
目
、
上
下
長
押
付
。
屋
根
入
母
屋
造
、
下
家
付
、
銅

板
瓦
本
葺
。
軒
二
タ
軒
半
繁
棰
。
内
部
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
ノ
上
ニ

檜
素
木
板
張
。
一
部
土
間
。
周
囲
壁
白
漆
喰
塗
。
天
井
檜
素
木
平
格
天
井
。

入
口
鉄
製
唐
戸
、
花
狭
間
極
彩
色
。
建
物
外
部
弁
柄
漆
塗
。
要
所
錺
金

具
打
、
漆
箔
押
ヘ
。

一
、
渡
廊
下

　
　
　

桁　

行	

二
十
八
尺	

梁　

間	

七
尺
五
寸

　
　
　

建
坪	

五
坪
三
合
三
勺

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



六
尺
一
寸

　
　
　

天
井
高	

床　
　

上　

		


十
尺
九
寸
五
分

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



四
尺

　
　
　

軒　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



十
三
尺
一
寸

　
　
　

棟　

高	

〃		


十
八
尺
一
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
束
石
上
角
柱
建
。
屋
根
両
流
、
銅
板
瓦

本
葺
。
軒
一
ト
軒
疎
棰
。
内
部
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
ノ
上
ニ
檜
素
木

板
張
。
天
井
化
粧
裏
。
神
饌
所
並
ニ
幣
殿
ヘ
ノ
出
入
口
扉
ハ
鉄
製
唐

戸
、花
狭
間
極
彩
色
。
窓
檽
子
緑
青
平
彩
色
。
其
他
建
物
内
外
弁
柄
漆
塗
、

要
所
錺
金
具
、
打
漆
箔
押
ヘ
。

一
、
神　

庫

　
　
　

桁　

行	

十
五
尺	

梁　

間	

十
二
尺

　
　
　

建
坪	

五
坪

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



五
尺
七
寸

　
　
　

天
井
高	

床　
　

上		


十
尺

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



六
尺

　
　
　

軒　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



十
六
尺
四
寸

　
　
　

棟　

高	

〃		


二
十
七
尺
六
寸

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
二
間
二
面
。
校
倉
大
床
建
。
大
斗
舟
肘

木
組
。
屋
根
入
母
屋
造
、
銅
板
瓦
本
葺
、
軒
二
タ
軒
、
半
繁
棰
。
内
部

ハ
床
及
周
囲
大
羽
目
並
ニ
棹
椽
天
井
共
総
テ
檜
素
木
板
張
。
正
面
入
口

ハ
鉄
製
唐
戸
、
檜
製
硝
子
戸
及
網
戸
ノ
三
重
締
リ
。
建
物
ノ
外
部
弁
柄

漆
塗
、
要
所
錺
金
具
打
、
漆
箔
押
ヘ
。
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一
、
前
方
玉
垣

　
　
　

延　

長			




十
八
間

　
　
　

軒　

出	

柱
真
ヨ
リ		



三
尺
五
寸

　
　
　

軒　

高	

地
盤
ヨ
リ		



十
一
尺
七
寸

　
　
　

棟　

高	

〃		


十
五
尺

　
　

�

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
石
土
壇
上
角
柱
建
。
表
裏
上
下
長
押

付
。
屋
根
両
流
銅
板
瓦
本
葺
。
軒
一
ト
軒
疎
棰
。
出
入
口
扉
ハ
鉄
製
唐
戸
、

花
狭
間
極
彩
色
。
窓
檽
子
緑
青
平
彩
色
。
建
物
総
体
弁
柄
漆
塗
、
要
所

錺
金
具
打
、
漆
箔
押
ヘ
。

一
、
地
下
道

　
　
　

参
集
所
ヨ
リ
拝
殿
ニ
至
ル
延
長		



二
十
三
間

　
　
　

床
面
積			




二
十
六
坪
三
合
五
勺

　
　
　

副　

員	

内　

法		


六
尺
一
寸

　
　
　

床　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		


九
尺
下
リ

　
　
　

天
井
高	

〃		

二
尺
五
寸
下
リ

　
　

�

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
床〔
マ
マ
〕カ
モ
ル
タ
ル
塗
四
盤
目
地
切
。
壁
面
杉
板
張
。

天
井
防
湿
性
ア
ス
ベ
ス
タ
ス
モ
ル
タ
イ
ト
塗
仕
上
。
要
所
天
窓
及
換
気

口
取
設
ク
。

一
、
外
廓
煉
塀

　
　
　

延　

長			




五
十
二
間

　
　
　

棟　

高	

建
築
地
盤
ヨ
リ		



九
尺
三
寸

　
　
　

壁　

厚			




一
尺
八
寸

　
　

�

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ニ
シ
テ
、
脚
元
地
覆
ハ
擬
石
塗
。
壁
体
表
裏
ハ

煉
塀
風
慰
斗
瓦
張
付
ケ
、
落
子
並
ニ
鉢
巻
ハ
白
漆
喰
塗
。
屋
根
桟
瓦
葺

ト
シ
、
外
側
道
路
側
溝
ニ
沿
ヒ
テ
切
石
ノ
犬
走
リ
ヲ
付
ス
。

一
、
東
西
通
用
門

　
　
　

内　

法	

柱
真
ニ
テ		



十
二
尺

　
　
　

門
柱
高			




十
尺

　
　

�

塀
重
門
風
、
門
柱
ハ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
擬
石
塗
。
扉
ハ
台
檜
ニ

テ
作
リ
、
青
鎖
檽
子
腰
襷
羽
目
ナ
リ
。

工
事
仕
様
概
要

一
、�

基
礎
工
事
。
壺
堀
及
布
堀
ハ
建
築
地
盤
下
深
サ
四
尺
。
堀
底
大
玉
砂
利

厚
サ
三
寸
。
均
シ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
サ
二
寸
五
分
ノ
上
ニ
繋
梁
鉄
筋
ヲ

配
ス
。

一
、�

軸
部
及
屋
根
工
事
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ノ
柱
ハ
モ
ル
タ
ル
上
塗

ト
モ
太
サ
一
尺
二
寸
乃
至
一
尺
八
寸
、
壁
厚
ハ
四
寸
乃
至
八
寸
。
屋
根

葺
地
ハ
鋼
製
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
チ
ノ
上
ニ
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
モ
ル
タ

イ
ト
ヲ
塗
ル
。

一
、�

石
工
事
。
稲
田
産
花
崗
岩
使
用
。
神
殿
亀
腹
、
並
ニ
拝
殿
ノ
土
間
床
四

盤
敷
等
ハ
三
辺
小
叩
キ
仕
上
ゲ
、
其
他
ノ
石
土
壇
及
参
道
等
ハ
ビ
シ
ヤ

ン
打
仕
上
ゲ
。

一
、�

木
工
事
。
神
殿
ノ
内
部
並
ニ
幣
殿
、
拝
殿
、
神
饌
所
、
神
庫
等
ノ
各
天
井
、

床
、
階
段
、
勾
欄
等
ハ
木
曾
産
檜
小
節
材
使
用
。
定
傭
大
工
ヲ
以
テ
仕

上
ゲ
タ
リ
。

一
、�

建
具
工
事
。
総
テ
鋼
鉄
七
厘
厚
ノ
麿
板
使
用
。
附
属
金
物
ハ
鉋
金
鋳
物
。

硝
子
ハ
二
分
厚
麿
板
ノ
両
面
艶
消
シ
。

一
、�

左
官
工
事
。
モ
ル
タ
ル
ハ
浅
野
セ
メ
ン
ト
及
玉
川
砂
使
用
、
調
合
ハ
一
、

三
、
ト
シ
、
絵
様
彫
刻
マ
デ
一
切
ヲ
塗
仕
上
グ
。

一
、�
漆
塗
工
事
。
日
本
産
生
漆
ヲ
用
ヒ
、
下
地
拵
ヘ
ヨ
リ
弁
柄
塗
仕
上
マ
デ

ノ
遍
数
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
肌
ハ
十
七
回
、
木
部
ハ
二
十
五
回
。

一
、�

彩　

色
。
金
箔
ハ
使
途
ニ
応
ジ
テ
純
金
及
色
吉
使
用
。
絵
具
ハ
群
青
、

白
群
、
緑
青
、
白
緑
ノ
岩
物
、
並
ニ
朱
、
朱
土
、
黄
土
、
胡
粉
等
ヲ
使
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用
ス
。

一
、�
銅
屋
根
工
事
。
銅
板
ハ
住
友
及
古
河
製
銅
板
ノ
定
尺
モ
ノ
（
四
尺
、
一

尺
二
寸
）
ヲ
用
ユ
。
目
付
ハ
巴
瓦
、
唐
草
瓦
、
鬼
板
等
ハ
二
十
八
オ

ン
ス
付
、
平
瓦
ハ
九
オ
ン
ス
付
、
谷
等
ノ
捨
張
リ
ハ
八
オ
ン
ス
付
ト
ス
。

下
葺
ハ
ア
ス
フ
ェ
ル
ト
二
号
品
ヲ
用
ユ
。
銅
板
瓦
ハ
葺
足
三
寸
、
二
枚

重
ネ
ニ
葺
上
ゲ
、
銅
鋲
ハ
根
ノ
太
サ
径
一
分
、
頭
径
二
分
ノ
モ
ノ
ヲ
使

用
ス
。

一
、�

銅
板
張
工
事
。
拝
殿
前
石
土
壇
ノ
勾
欄
ハ
、
架
木
ハ
径
四
寸
厚
一
部
五

厘
ノ
銅
管
ニ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヲ
注
入
シ
タ
ル
モ
ノ
、
男
柱
平
桁
、
地
覆

及
束
等
ハ
下
地
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ノ
モ
ノ
ヲ
五
厘
厚
銅
板
ニ
テ
包

装
セ
リ
。
軒
樋
ハ
五
厘
厚
銅
板
ニ
テ
造
リ
、
社
殿
内
外
扉
口
ノ
蹴
放
シ

ハ
凡
テ
五
厘
厚
銅
板
ヲ
以
テ
被
覆
ス
。

一
、�

錺
金
具
工
事
。
錺
金
具
ハ
凡
テ
五
厘
厚
ニ
透
シ
彫
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
屋
根
廻
リ
ハ
純
金
箔
二
枚
掛
ノ
漆
箔
押
、
其
他
ハ
全
部
水
銀
三

辺
鍍
金
ト
ス
。

一
、�

照
明
器
具
。
器
具
一
式
図
案
ニ
依
リ
直
営
製
作
ス
。

一
、�

畳
工
事
。
神
殿
外
陣
ハ
床
コ
〔
マ
マ
〕十
三
通
リ
足
締
、
表
備
後
四
配
モ
ノ
、
平

絹
緋
縁
。
幣
殿
ハ
床
コ
〔
マ
マ
〕前
同
断
縁
麻
大
紋
。
拝
殿
同
断
中
紋
縁
。

一
、�

社
殿
内
外
装
備
。

　
　
　

内�

陣
…
…
御
愰
ハ
、
表
白
固
地
綾
竪
長
文
ニ
シ
テ
、
裏
白
平
絹
、
野

筋
ハ
紫
綾
蝶
鳥
文
黄
白
摺
ナ
リ
。
釣
棹
、
檜
素
木
ノ
小
丸
ニ
シ
テ
、

釣
紐
ハ
白
細
組
、
釣
金
具
ハ
純
金
二
遍
鍍
金
ナ
リ
。
御
簾
ハ
、
縁

赤
地
大
和
錦
、
紐
啄
木
打
、
房
白
赤
黒
ナ
リ
。
御
壁
代
ハ
、
表
裏

共
白
平
絹
ニ
シ
テ
袷
縫
ナ
リ
。

　
　
　

外�

陣
…
…
御
愰
ハ
、
表
白
平
絹
朽
木
文
柴
摺
ニ
シ
テ
、
裏
白
平
絹
、

野
筋
ハ
赤
黒
平
絹
、
蝶
鳥
文
胡
粉
ナ
リ
。
御
簾
ハ
縁
大
和
錦
、
紐

房
共
内
陣
ト
仝
様
ナ
リ
。

　
　
　

本�

殿
大
前
向
拝
廻
リ
…
…
御
簾
ハ
、
縁
萌
黄
平
絹
紋
黒
、
紐
赤
組
緒
、

房
白
赤
黒
ナ
リ
。

　
　
　

幣�

殿
…
…
正
面
帳
ハ
、
表
裏
共
白
平
絹
ニ
シ
テ
朽
木
文
紫
摺
、
野
筋

ハ
赤
黒
平
絹
蝶
鳥
文
胡
粉
摺
ナ
リ
。
左
右
羽
目
壁
代
ハ
、
前
帳
ト

同
様
、
但
シ
裏
ハ
無
文
ナ
リ
。
御
簾
ハ
、
本
殿
大
前
向
拝
廻
リ
ノ

モ
ノ
ト
同
様
。

　
　
　

拝�

殿
畳
床
…
幣
殿
堺
帳
ハ
、
幣
殿
正
面
帳
ト
同
様
、
但
シ
朽
木
文
ハ

茶
摺
ナ
リ
。
土
間
堺
帳
ハ
、
幣
殿
堺
帳
ト
同
ジ
。
簾
ハ
、
縁
縹
平

絹
紋
黒
ニ
シ
テ
、
紐
赤
組
緒
、
房
白
赤
黒
ナ
リ
。

　
　
　

仝�

土
間
床
…
愰
ハ
、
幣
殿
堺
帳
ト
同
様
。
簾
ハ
畳
床
ト
同
様
。

　
　
　

仝�

向
拝
…
…
帽
額
ハ
、
垂
三
尺
、
麻
太
織
ニ
シ
テ
瑞
鳥
瑞
花
文
、
型

置
及
色
糸
刺
ナ
リ
。

　
　
　

渡�

廊
下
…
…
簾
ハ
拝
殿
ト
同
様
。

　
　
　

神�

饌
所
…
…
簾
ハ
、
拝
殿
ト
同
様
。

　
　
　

宝�

庫
…
…
…
愰
ハ
、
表
裏
共
白
平
絹
無
文
ニ
シ
テ
袷
縫
ナ
リ
。

　
　
　

玉�

垣
門
…
…
帳
ハ
、
幣
殿
正
面
帳
ト
同
様
。

一
、�

御
神
座
。
直
菰
ノ
地
舗
ヲ
布
キ
、
檜
作
リ
鼠
色
塗
ニ
錺
金
具
打
チ
タ
ル

地
覆
並
ニ
浜
床
ヲ
置
キ
、
厚
畳
ノ
上
ニ
中
舗
、
八
重
畳
、
龍
鬢
ヲ
重
ネ

テ
御
宮
殿
ヲ
奉
安
ス
。
上
部
天
井
ニ
ハ
鼠
色
塗
骨
ニ
紫
綾
瑞
雲
文
ノ
錦

蓋
並
ニ
固
地
綾
小
葵
文
ノ
御
帷
ヲ
釣
垂
シ
、
御
前
ニ
、
金
銀
箔
押
、
群

緑
ノ
生
ケ
彩
色
シ
タ
ル
木
彫
呵
呍
ノ
狗
犬
ヲ
置
ク
。
御
神
座
両
側
ニ
ハ

檜
作
リ
鼠
色
塗
骨
ニ
、
鳥
ノ
子
軟
錦
縁
ノ
貼
付
ヲ
ナ
シ
、
大
和
絵
風
四

季
草
花
極
彩
色
シ
タ
ル
御
衝
立
ヲ
装
備
ス
。

一
、�
御
神
宝

　
　
　

鏡�
…
…
純
銀
鋳
物
ノ
八
菱
鏡
ニ
シ
テ
、
径
八
寸
許
。
表
面
ハ
白
金
鍍

金
、
裏
面
ハ
瑞
花
瑞
鳥
文
薄
肉
彫
、
菊
座
乳
鈕
、
紫
固
織
綾
平
緒
。

袋
ハ
表
白
浮
線
綾
裏
白
平
絹
。
筥
ハ
高
七
寸
許
香
狭
間
台
檜
作
鼠
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色
絵
様
縁
蒔
絵
覆
輪
取
。
筥
ノ
内
貼
黄
赤
七
宝
文
綾
。
要
所
錺
金

具
ヲ
鏤
ム
。
飾
台
ハ
巾
一
尺
六
寸
長
三
尺
高
一
尺
三
寸
許
ノ
檜
作
、

朱
漆
塗
十
脚
卓
、
要
所
錺
金
具
ヲ
打
ツ
。

　
　
　

靱�

…
…
長
二
尺
二
寸
許
ノ
紫
檀
作
リ
壺
箙
ニ
シ
テ
胴
ニ
帯
金
及
丸
緒

座
ア
リ
、
胴
表
裏
ニ
生
地
蒔
絵
巴
文
ヲ
散
シ
、
要
所
純
銀
製
金

渡
金
錺
金
具
ヲ
鏤
ム
。
内
貼
ハ
赤
地
錦
ナ
リ
。
矢
ハ
征
矢
十
七
筋
、

鏑
矢
一
筋
、
細
箟
黒
漆
塗
、
雪
白
羽
、
筈
水
精
、
簇
金
銅
、
鏑
矢

蟇
目
ハ
黄
楊
ノ
挽
物
石
灰
摺
ナ
リ
。
被
裂
ハ
白
平
絹
ノ
単
。
筥
ハ

巾
一
尺
長
三
尺
六
寸
許
高
一
尺
三
寸
檜
作
リ
香
狭
間
台
、
総
体
鼠

色
塗
ニ
シ
テ
要
所
ニ
蒔
絵
覆
輪
ヲ
取
リ
錺
金
具
ヲ
鏤
ム
。
内
貼
ハ

黄
赤
七
宝
文
綾
ナ
リ
。

　
　
　

弓�

…
…
長
七
尺
五
寸
許
梓
ノ
丸
木
弓
ニ
シ
テ
総
体
沃
懸
地
。
本
末
両

弭
、
純
銀
製
金
渡
金
、
弭
及
矢
摺
ニ
紫
細
組
緒
ヲ
巻
キ
、
弣
ハ
赤

地
錦
ナ
リ
。
弓
袋
ハ
長
一
丈
、
表
蘇
芳
固
地
綾
三
重
菱
文
、
裏
紅

平
絹
、
菊
綴
仕
立
ト
ス
。
飾
台
ハ
靱
共
用
ニ
シ
テ
、
巾
二
尺
三
寸

長
四
尺
高
一
尺
三
寸
許
、
檜
作
朱
漆
塗
十
四
脚
卓
、
要
所
錺
金
具

打
チ
ナ
リ
。

使
用
材
料
概
数

一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト	

二
百
三
十
五
立
坪

一
、
鉄　
　
　
　

骨	

二
百
五
十
噸

一
、
鉄　
　
　
　

筋	

百
五
十　

噸

一
、
石　
　
　
　

材
（
稲
田
石
）	

五　

千　

切

一
、
木　
　
　
　

材　

檜
（
木
曾
）	

六　

百　

石

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
（
内
地
）	

二
百
四
十
石

一
、
銅　
　
　
　

板　

四
尺
・
一
尺
二
寸	

二
万
四
千
五
百
枚

一
、
漆　
　
　
　

塗	

八
万
尺
坪

一
、
彩　
　
　
　

色	

五
百
尺
坪

一
、
錺　

金　

具	

三
千
五
百
尺
坪

工
事
起
工
及
竣
工

昭
和
四
年
十
一
月　

十
二
日	

地　
　

鎮　
　

祭

昭
和
六
年　

二
月
二
十
七
日	

起　
　

工　
　

祭

仝　
　

年　

六
月　
　

三
日	

立　
　

柱　
　

祭

仝　
　

年　

十
月　
　

五
日	

上　
　

棟　
　

祭

昭
和
九
年　

五
月　
　

七
日	

遷　
　

座　
　

祭

技
術
関
係
者

顧　
　

問	

工
博　
　

伊　

東　

忠　

太

設
計
監
督	

大　

江　

新
太
郎

〃　

〃	

工
博　
　

佐　

藤　

功　

一

〃　

〃　

補
助	

木　

村　

武　

一

〃　

〃　

〃	

猪　

野　

勇　

一

〃　

〃　

〃	

伊　

藤　

義　

次

〃　

〃　

〃	

森　

口　

三　

郎

現
場
監
督	

奥　

本　

五　

市

〃　
　

〃
補
助
（
昭
和
七
年
十
月
迄
）	

佐　

藤　

幸　

作

〃　
　

〃　
	

望　

月　

和　

作

工
事
施
工
担
当
者
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一
、
内
陣
御
神
座
前
狗
犬
弐
対	

東
京　

西　

村　

雅　

之

　
　
　
　
　

自　

作　

寄　

進

一
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト	

東
京　

木　
　

田　
　

組

　
　

構
造
母
体
工
事

一
、
石　

工　

事	

稲
田　

中　

野　

慶　

吉

一
、
左
官
工
事	

東
京　

福　

島　

勇　

藏

一
、
木
曾
檜
材
供
給	

名
古
屋　

竹　

内　

廣　

吉

一
、
杉
材
供
給	

東
京　

大　

石　

連　

治

一
、
木
工
事	

　

新
潟　

小　

林　

平
治
郎

一
、
漆
塗
及
彩
色
工
事	

日
光　

小　

西　

重
太
郎

一
、
錺
金
具
工
事
（
御
本
殿
）	

東
京　

村　

田　

喜
三
郎

一
、
銅
屋
根
葺
、
銅
張
及
錺
金
具
工
事	

日
光　

小　

島　

寅　

吉

一
、
屋
内
電
燈
線
工
事	
東
京　

み　

よ　

し　

組

一
、
照
明
器
具
製
作　

木
地	
新
潟　

小　

林　

平
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塗
師	

日
光　

小　

西　

重
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

錺
師	

日
光　

小　

島　

寅　

吉

一
、
鋼
製
建
具
工
事	

東
京　

日
本
鋼
製
建
具
株
式
会
社

一
、
畳　

工　

事	

東
京　

西　

川　

甚
五
郎

一
、
御
神
宝
及
社
殿
内
外
装
備	

東
京　

増　

田　

英　

治

一
、
煉
塀
工
事
（
東
側
）	

東
京　

社
寺
工
務
所

一
、
同　
　
　

（
西
側
）	

東
京　

木　
　

田　
　

組

一
、
鳶　

仕　

事	

東
京　

木　

村　

道　

章

神
田
神
社
関
係
者

神
田
神
社
々
司	

平　

田　

盛　

胤

仝　
　
　

監
事	

和　

田　
　
　

忠

神
田
神
社
復
興
会　

総
裁	

男
爵　

阪　

谷　

芳　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長	

星　

野　
　
　

錫

　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長	

梅　

岡　

正　

吉

　
　
　
　
　
　
　
　

〃	

籾　

山　

半
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
・
建
築
委
員
長	

稲　

茂　

登
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
建
築
副
委
員
長	

大　

内　

重
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
氏
子
総
代
建
築
委
員	

藤　

井　

得
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

河　

合　

佐
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

山　

本　

德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

淡　

島　

嘉
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

北　

原　

常
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

新　

間　

五
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

清　

水　

廣　

吉

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

青　

木　
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次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

吉　

村　

吉
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

上	

上　

野　

兵　

松

	

更
正
社
謄
写
印
刷
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工
程

表
年

度
昭

和
六

年
昭

和
七

年
昭

和
八

年
昭

和
九

年
月

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

工
事

名
称

構
造

母
体

工
事

地
下

道
工

事

石
工

事

銅
屋

根
葺

工
事

鋼
製

建
具

工
事

左
官

工
事

木
工

事
軒

桶
及

勾
欄

銅
張

工
事

漆
塗

工
事

彩
色

工
事

錺
金

具
工

事

屋
内

電
燈

線
工

事

照
明

器
具

製
作

畳
工

事
御

神
宝

及
社

殿
内

外
装

備
煉

塀
工

事


